
 

 

2024年 ９月号 広島自治労連 

発行所 広島県自治体労働組合総連合 

 〒730-0051 広島市中区大手町4丁目2－27中央レジデンス405号 

 TEL 082-243-9240／E-mail hjrouren@urban.ne.jp 

 FAX 082-243-9241／ホームページ http://urban.ne.jp/home/hjrouren/ 

編集・発行 広島自治労連教育宣伝部 

定価 1部10円 組合員の購読料は組合費に含まれています 

 

先
月
、
つ
く
ば
市
で
自

治
労
連
保
育
部
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か

ら
公
立
保
育
所
の
統
廃

合
・
認
定
こ
ど
も
園
化
、

保
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
誰
で

も
通
園
制
度
の
試
行
事
業

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

広
島
市
職
労
保
育
園
支

部
か
ら
は
、
佐
伯
区
の
八

幡
東
保
育
園
の
閉
園
方
針

の
発
表
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
借
地
に
建
っ
て

い
る
保
育
園
で
あ
る
こ
と

を
発
言
す
る
と
、
会
場
は

ど
よ
め
き
ま
し
た
。 

 

財
政
難
と
少
子
化
を
理

由
に
全
国
的
に
公
的
保
育

が
削
減
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
公
立

保
育
所
は
そ
の
地
域
の
保

育
水
準
と
な
り
、
児
童
福

祉
法
第

24

条

1

項
で

は
、
自
治
体
の
保
育
実
施

責
任
に
つ
い
て
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

2

月
の
大
会
で
は
全

国
の
保
育
労
働
者
の
な
か

ま
た
ち
と
と
も
に
、
公
的

保
育
の
意
義
を
共
有
し
、

公
的
保
育
の
拡
充
に
力
を

合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

8

月

25

日(

日)

～

26

日

(

月)

、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で

自
治
労
連
第
46
回
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
、
２
７
４
人
の
代

議
員
と
傍
聴
が
参
加
、
69

名

が
発
言
し
ま
し
た
。
女
性
比
率

は
２
５
．
２
％
で
し
た
。 

 

運
動
方
針
は
、
①
戦
争
国
家

づ
く
り
・
改
憲
を
阻
止
し
、
憲

法
を
い
か
し
て
基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
②
働

き
が
い
と
魅
力
あ
る
職
場
・
自

治
体
を
つ
く
り
、
公
共
を
国

民
・
住
民
の
手
に
取
り
も
ど
そ

う
③
「
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
と
た
た
か
い
、
す
べ

て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
と

格
差
解
消
を
は
か
ろ
う
④
職
場

を
基
礎
に
全
員
参
加
で
、
要
求

闘
争
と
組
織
化
を
一
体
で
た
た

か
う
自
治
労
連
を
強
く
大
き
く

し
よ
う
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 
発
言
で
は
、
秋
の
賃
金
闘

争
、
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
、
公
共
を
取
り
も
ど
す
運

動
に
つ
い
て
を
中
心
と
し
、
青

年
部
活
動
の
発
言
も
多
く
あ

り
、
次
世
代
育
成
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。 

 

広
島
か
ら
は
中
石
代
議
員
が

公
立
保
育
園
の
闘
い
、
三
宅
代

議
員
が
広
島
市
外
郭
団
体
の
闘

い
、
浜
崎
代
議
員
が
「
公
務
公

共
の
仕
事
」
に
つ
い
て
発
言
し

ま
し
た
。 

 

橋
口
書
記
長
は
「
労
組
の
役

割
は
組
合
員
、
住
民
、
職
場
の

人
権
を
守
る
こ
と
。
現
実
社
会

を
憲
法
の
理
念
に
近
づ
け
る
よ

う
が
ん
ば
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
、
す
べ
て
の
提
案
は
採
択
さ

れ
、
桜
井
中
央
執
行
委
員
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
終
了
し
ま

し
た
。 

 

8
月
20
日(

火)

、
広
島

自
治
労
連
連
続
学
習
会
「
聞

い
て 

知
っ
て 

私
た
ち
の
仕

事
」
第
2

回
目
が
広
島
自

治
労
連
か
ら
会
場
・
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

前
回
に
引
き
続
き
広
島
市

職
労
の
2
名
か
ら
計
38
名

が
仲
間
の
仕
事
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
広
島
市
職
労
環
境

局
支
部
で
南
環
境
事
業
所
で

働
く
仲
間
か
ら
、
環
境
事
業

所
で
は
家
庭
ご
み
の
収
集
・

運
搬
を
は
じ
め
、
市
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
不
法
投
棄

へ
の
対
応
、

産
業
廃
棄
物

の

処

理

指

導
、
保
育
園

へ
の
ご
み
分

別
教
育
活
動
ま
で
様
々
な
仕

事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
収
集
場
所
へ
の
ご

み
出
し
が
難
し
い
要
介
護
認

定
の
高
齢
者
に
対
し
、
自
宅

前
で
ご
み
収
集
を
行
う
ご
み

出
し
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
市

民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
業

務
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
広
島
市
職
労
学
校

業
務
員
協
議
会
で
小
学
校
で

業
務
員
と
し
て
働
く
仲
間
か

ら
、
普
段
の
業
務
が
校
舎
内

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
外
回

り
の
倒
木
対

応
、
除
草
作

業
ま
で
多
種

多
様
で
あ
る

こ

と

に

加

え
、
仕
事
に
求
め
ら
れ
る
安

心
安
全
へ
の
配
慮
・
対
応
が

年
々
高
度
化
し
て
い
る
と
い

う
現
状
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

限
ら
れ
た
人
員
や
予
算
の

中
で
知
識
・
経
験
を
も
と
に

様
々
な
要
望
に
対
応
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
業
務
員

の
仕
事
の
幅
広
さ
大
変
さ
を

学
び
ま
し
た
。 

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第2回“広島市のごみ収集&学校業務”の仕事って？ 

説明する仲間と話を 

聞く参加者の様子 

みんなで 

力を合わせよう! 

第33回 

自治体保育労働者の全国集会in広島に向けて   
～③ 公的保育の拡充に力を合わせよう～ 

写真は自治労連第46回定期大会

会場の様子と発言する代議員 

憲
法
が
い
か
さ
れ
た 

格
差
の
な
い
社
会
を 

広
島
か
ら
は ３

名
が
発
言
！ 

現
実
社
会
を 

憲
法
理
念
に
近
づ
け
よ
う
！ 

力を合わせて 

要求実現を! 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２４年９月１５日号  

広島自治労連第35回定期大会役員選挙の告示 
  

 広島自治労連役員選挙規定第5条に基づいて、広島自治労連第35回

定期大会役員選挙に関する事項について、下記の通り告示します。 
 

記 

１、役員定数 

 選挙する役員とは定数は、第69回中央委員会（6月21日）の決定に

より、以下の通りとします。 

 ①執行委員長  1名 

 ②副執行委員長 4名 

 ③書記長    1名 

 ④書記次長   2名 

 ⑤執行委員   14名 

 ⑥監事     2名 

 

２、役員任期 

 役員任期は、広島自治労連規約第21条に基づいて、2年間とする。 

 

３、選挙日程 

 ①立候補の届け出期間は、2024年9月18日より2024年10月11日正午

までとします。 

 ②選挙の投票は、第35回定期大会（10月20日）の議事日程に従い、

大会代議員証確認のもと大会代議員によって実施します。 

 ③開票は、投票終了後直ちに行い公表します。 

 

４、役員立候補の届け出方法 

 役員立候補の届け出は、「役員立候補届」用紙に必要事項を記入の

うえ、「役員選挙管理委員会」に提出してください。 

（事務局：広島自治労連・広島市中区大手町4-2-27-405） 

以上 

 

８
月
５
日
午
後
、
広

島
市
文
化
財
団
労
組
第

16
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
や
活
動
計

画
、
執
行
役
員
体
制
を

確
認
し
、
執
行
委
員
長

に

は

篠

原

達

也

さ

ん

が
、
書
記
長
に
は
塚
田 

文
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
十

分
な
活
動
が
で
き
て
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
財

団
総
務
と
の
懇
談
や
組

合
主
催
の
研
修
会
の
開

催
等
、
現
状
で
取
り
組

め
る
こ
と

を
提
起
し

な

が

ら
、

久
し
ぶ
り

に
意
見
交

換
す
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。 

単組の定期大会（総会） 

広
島
市
文
化
財
団
労
組 

 

動
植
物
園
労
組
２
０
２

３
年
度
総
会
を
７
月
７
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し

た
。 

 

来
賓
の
広
島
自
治
労
連 

柴
野
書
記
次
長
は
挨
拶
の

中
で
日
中
の
来
園
時
の
暑

さ
に
触
れ
ら
れ
、
気
候
も

含
め
た
近
年
の
様
々
な
変

化
に
即
し
た
組
織
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
、
要
求
書
で

は
昨
今
の
職
務
の
多
様
化

や
物
価
上
昇
、
人
や
野
生

動
物
に
お
け
る
感
染
症
蔓

延
な
ど
の
影
響
に
即
し
た

財
政
、
労
働
環
境
の
中
で

の
労
働
を
求
め
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。 

 

執
行
委
員
も
２
名
が
新

た
に
選
出
さ
れ
、
決
意
を

一
つ
に
活
動
す
る
こ
と
を

確
認
し
終
了
し
ま
し
た 

広
島
市
動
植
物
公
園
労
組 

今
年
の
勧
告 

 

特
徴
は
、
２
０
２
４
年

給
与
改
定
と
、
「
給
与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
を

勧
告
、
報
告
し
ま
し
た
。 

 

勧
告
は
官
民
較
差
を
１

９
９
２
年
以
来
の
引
き
上

げ

率

水

準
（
２
・
７

６
％
）
１
１
１
８
３
円
、

今
年
も
初
任
給
を
は
じ
め

若
年
層
に
重
点
を
置
き
、

高
卒
・
大
卒
初
任
給
は
10

％
を
超
え
る
引
上
げ
率
。

一

時

金

は
、
昨

年

同

様

０
・
１
月
の
引
上
げ
と
し

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
40
歳
台
以
降

は
改
定
率
は
物
価
上
昇
に

見

合

わ

ず
、
一

時

金

も

０
・
０
５
月
の
引
き
上
げ

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
で

は
俸
給
表
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
地
域
手
当
の
大
く

く
り
化
」
で
は
、
都
道
府

県
単
位
の
支
給
区
分
を
新

た
に
設
置
、
広
島
市
は
10

％
か
ら
８
％
に
下
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
職
員

の
賃
上
げ
を
求
め
ま
す
。 

 

外
郭
団
体
へ
の
影
響 

 

 
広
島
市
の
給
与
制
度
は

外
郭
団
体
に
も
ダ
イ
レ
ク

ト
に
影
響
し
ま
す
。 

 

約
30
年
前
に
各
団
体
設

立
以
降
、
広
島
市
職
員
の

待
遇
が
上
が
る
と
き
も
下

が
る
と
き
も
連
動
し
て
き

ま
し
た
。 

 

し
か
し
２
０
２
０
年
以

降
、
外
郭
団
体
だ
け
制
度

改
定
の
時
期
が
遅
れ
た

り
、
そ
も
そ
も
改
定
し
な

い
等
、
差
が
出
ま
し
た
。 

 

極
め
つ
け
は
、
２
０
２

３
年
の
嘱
託
職
員
の
一
時

金
増
額
と
４
月
遡
及
問
題

が
い
ま
だ
解
決
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
粘
り
強
い
闘
い

で
、
一
部
で
改
善
の
兆
し

も
見
え
始
め
ま
し
た
。 

当
局
を
動
か
す
に
は
組
合

を
大
き
く
す
る
こ
と 

 

 

社
会
情
勢
に
適
応
し
た

待
遇
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん

必

要

で

す

が
、
改

悪

に

よ
っ
て
不
平
等
感
が
出
て

く
る
と
離
職
の
増
加
に
繋

が
り
ま
す
。 

 

人
事
院
勧
告
は
出
ま
し

た
が
、
広
島
市
労
連
、
非

正
規
ヒ
ロ
シ
マ
、
関
連
労

組
連
絡
会
の
交
渉
は
今
か

ら
で
す
。 

 

広
島
市
を
動
か
す
た
め

に
は
組
合
が
強
く
な
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

未
加
入
の
皆
さ
ん
、
組

合
に
入
っ
て
一
緒
に
声
を

上
げ
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た

の
加
入
こ
そ
、
交
渉
に
有

利
に
進
め
る
道
で
す
。 

 

東
京
都
全
労
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、
広

島
自
治
労
連
の
石
本
代
議
員
が
議
長
と
し

て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
運
動
が

実
を
結
び
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
上

げ
と
勤
勉
手
当
の
支
給
。
そ
し
て
４
つ
の

非
正
規
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の

３
年
目
公
募
の
撤
廃
、
公
務
公
共
関
係
で

働
く
非
正
規
職
員
も
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
同
等
の
待
遇
改
善
を
目
指
す
こ
と
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
で
は
、
広
島
の

平
松
代
議
員
が
広
島
関
連
労
組
連
絡
会
の

１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
言
を
行

い
ま
し
た
。 

 

役
員
体
制
で
は
三
宅
代
議
員
が
岡
原
幹

事
に
替
わ
り
、
新
た
に
全
国
幹
事
に
新
任

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
成
果
を
次
の
運

動
へ
繋
げ
て
い 

け
る
よ
う
頑
張 

る
決
意
を
述
べ 

ま
し
た
。 

 

19
地
方
組
織
か
ら
60
人
参
加
、
12
地

方
組
織
12
人
が
発
言
し
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
や
女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
工
夫

を
し
て
い
る
発
言
が
、
広
島
か
ら
は
小
笠

原
和
恵
部
長
が
、
５
月
26
日
に
開
催
し

た｢

県
内
の
自
治
体
に
は
た
ら
く
女
性
の

学
習
交
流
集
会｣

で
平
和
公
園
の
碑
め
ぐ

り
を
行
っ
た
こ
と
、
広
島
市
労
連
が
孫
休

暇
取
得
範
囲
の
拡
大
を
勝
ち
取
っ
た
こ

と
、
欠
員
問
題
、
外
郭
団
体
嘱
託
職
員
へ

の
４
月
遡
及
と
勤
勉
手
当
不
支
給
の
問

題
、
単
組
か
ら
女
性
部
に
役
員
が
選
出
さ

れ
な
い
問
題
等
を
発
言
し
ま
し
た
。 

 

杉
森
女
性
部
長
か
ら
、
近
年
労
働
組
合

で
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来
な
い
と
い
う

悩
み
も
あ
る
が
、
少
な
い
人
数
で
集
ま
る

だ
け
で
も
十
分
活
動
に
な
る
の
だ
と
呼
び

か
け
ら
れ
、
出
来

る
こ
と
か
ら
頑
張

ろ
う
と
励
ま
さ
れ

る
大
会
で
し
た
。 

 

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
、
全
国
各
地
の
新
歓
や
青
年
の

取
り
組
み
、
今
後
の
企
画
な
ど
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
企
画
を
し
て
人
数
が
集
ま
っ
て
も
、

組
合
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
共
通
の
課

題
が
共
有
さ
れ
る
一
方
で
、
「
青
年
の
活
動

は
学
習
と
交
流
に
つ
き
る
」
と
初
心
に
立
ち

返
る
発
言
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
女
性
部

と
青
年
部
の
合
同
の
学
習
会
の
話
題
が
複
数

の
単
組
か
ら
で
る
な
ど
、
「
低
賃
金
」
と
い

う
課
題
が
青
年
と
女
性
の
共
通
の
も
の
で
あ

る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

後
半
は
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て

「
気
に
な
っ
た
企
画
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

企
画
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
提
案
す
れ
ば
組
合
の
補

助
が
で
て
出
来
る
こ
と
が

実
は
う
れ
し
い
」
な
ど
討

論
だ
け
で
は
聞
き
き
れ
な

い
忌
憚
な
い
意
見
の
で
る

交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

◆ 

青
年
部
第
37
回
定
期
大
会 

◆ 

● 

女
性
部
第
37
回
定
期
大
会 

● 

非
正
規
公
共
評
第
32
回
定
期
大
会 

8月24日（土）午後、自治労連補助組織の定期大会開催 
人
事
院
勧
告
と
は 

 

労
働
基
本
権
制
約
の

代
償
措
置
と
し
て
、
常
勤

の
国
家
公
務
員
の
給
与

水
準
を
常
勤
の
民
間
企

業
従
業
員
の
給
与
水
準

と
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
人

事
院
が
内
閣
・国
会
に
対

し
て
勧
告
す
る
も
の
。  

青年部大会 

●公務公共に「成績主義」を持ち込ませない 

●秋闘諸行動に参加しよう 
 ◆9/28（土）18時 非正規ヒロシマ決起集会・市民交流プラザ 

 ◆11/6（水）18：15 広島市労連決起集会・広島市役所正面広場 


